
 

 

 

令和元年度推進体制（推進会議・運営会議・取組ワーキンググループ）について 

 

１ 組織構成 

(1) 推進会議          年４回程度 

(2) 運営会議          年１０回程度（推進会議準備４回含む。） 

(3) 取組ワーキンググループ   それぞれのグループにより開催回数を決定 

 

２ 役割と構成 

 

 

３ 設置年次 

平成２９（２０１７）年度から平成３２（２０２０）年度まで 

 

 

取組ワーキンググループ

　【役割】

　・取組の検討・実践

　【構成】

　・検討会時のＷＧメンバーを基に編成

　・実践に必要な新たな人材を随時追加
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洛西NTアクションプログラム推進会議
平成２９年５月設立

　【役割】

　・プログラムの進ちょく管理（ＷＧ報告・地域連携促進・意思決定）

　・新しい人材の発掘・育成

運営会議

　【役割】

　・プログラム推進の全体企画調整

　・ワーキング間の調整　【構成】

　・地域代表者

　・地域のNPO法人等

　・地域の事業者

　・京都市住宅供給公社

　・行政　　　　　　　　　　　　　　　など

　【構成】

　・地域住民，地域のNPO法人等

　・京都市住宅供給公社

　・行政

　・各ワーキンググループ長　　　など

資料１－２ 

ＡＰ事業の継続的な実施のためにまちづくり組織（まちづくり会社）の設立の検討 

【アクションプログラム（８ 推進体制）から抜粋】 

③洛西ニュータウンアクションプログラムの各事業の実施をサポートするまちづくり組

織（まちづくり会社）の設立の検討 

   アクションプログラムに位置づけた各事業を地域の力で継続的に実施するために
は，人的サポート，団体間のコーディネート，資金的サポートなどを確保することの
できる，地域が主体となったまちづくり組織（まちづくり会社）が必要です。 

   （中略）効果的な事業実施を目指した団体間のネットワークづくりや人材育成，調
査業務などを実施できる体制の構築を検討します。 


